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　羽根幸子看護師長は、福山市医師会看護専門学校を卒業後、平成３年
に佐賀県立病院好生館に勤務。鳥栖市内の民間病院を経て、平成24年
４月より現職。看護師。

　９月までの半年間、放射線医学総合研究所で実地研修を受け、処置の手順や安心して治療
を受けていただくための患者さんとの接し方などを学びました。来年５月の開設に向け、まず
はサガハイマットでの看護の手順や基準などのマニュアルづくりを進めます。ゼロから作り
上げるので大変ですが、やりがいも感じます。安全で、安心して治療を受けられる環境づく
りに努め、患者さんに「サガハイマットで治療が受けられてよかった」と思ってもらえる施設
にしたいです。

九州国際重粒子線がん治療センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　看護師長　　羽根幸子

スタッフ紹介

安心して治療を受けられる環境づくりに努めます

は　　ね さ ち こ

サガハイマットは、九州国際重粒子線がん治療センターの愛称です。



サガハイマットの建屋が完成しました。

トピック

　サガハイマットの建屋が平成２４年１０月１５日に完成しました。３階建てで、延べ床
面積は約７５００平方メートル。患者さんにくつろぎと癒しを感じていただけるよう、エ
ントランスや治療室にさまざまな工夫を施しました。今回は、完成したばかりの建屋
について紹介します。

　患者さんに安らぎを感じていただくとい
うコンセプトのもと、フローリングや天井、
手すりなどに木の温かみを活かした造りと
なっています。

　 落 ち 着 い た 雰 囲 気 の 待 合 ス ペ ー ス は 、
５ つ に 区 画 さ れ て い ま す が 、 プ ラ イ バ
シ ー に 配 慮 し て 隣 と の 仕 切 り は 高 く し て
あります。

　エントランスを入って、すぐ目に飛び込んでくるのは、ロビーに飾られた大きなステンド
グラス。『光の中に生きる』と題したこの作品は、神戸市在住のステンドグラス作家・三浦
啓子さんによるもの。緑を基調に「光」「大樹」などがいきいきと表現されています。

ここに
注目！ ステンドグラス

受付・ロビー 待合スペース



　建屋の西側には緑の空間が広がり、東屋
も設けています。施設の利用者だけでなく、
地域住民の方の憩いの場としてもご利用し
ていただければと考えています。

　 開 設 当 初 は 治 療 室 ２ 室 で
ス タ ー ト し ま す 。 写 真 は 、 水
平 と 垂 直 の ２ 方 向 か ら 照 射 す
る 治 療 室 で す 。 も う １ 室 で は
水 平 と 斜 め ４ ５ 度 か ら 照 射 し
ま す 。 治 療 台 は 上 下 左 右 は も
ち ろ ん 、 回 転 や 斜 め な ど 、 照
射 の 方 向 に 合 わ せ て 移 動 さ せ
る こ と が で き ま す 。 将 来 的 に
は も う １ 室 追 加 し 、 次 世 代 型
の ３ 次 元 ビ ー ム ス キ ャ ニ ン グ
照射装置を導入する予定です。

　患者さんに安らぎを感じていただけるよ
う、治療ホールや待合スペースの横に吹き
抜けのポケットガーデンを設けています。

　 九 州 新 幹 線 「 新 鳥 栖 駅 」 か ら サ ガ ハ イ
マットまでは徒歩３分。センターの目の前
に「新鳥栖駅」の駅舎がみえます。
　「新鳥栖駅」は、ＪＲ九州長崎本線の特
急停車駅でもあり、交通アクセスに優れて
います。

ポケットガーデン

センター２階からの眺望

治　療　室

遊　歩　道



　平成24年４月に九州大学病院(福岡市)に開設された粒子線がん治療外来に続き、久留米大
学病院(福岡県久留米市)と佐賀大学医学部附属病院(佐賀市)において、粒子線がん治療外来
が開設されました。ここでは、国内の粒子線治療施設と連携して、粒子線治療を希望する患
者さんへの情報提供、適応判断、適応のある患者さんの治療施設への紹介、治療後の経過
観察などを行っています。受診を希望される場合は、事前に電話でお問い合わせください。

　佐賀国際重粒子線がん治療財団では、施設の開設に向け、広く寄附を募っています。当法人
へ寄附いただいた方には、特定公益増進法人に対する寄附として、税制上の優遇措置がありま
す。詳しくは、当法人までお問い合わせください。

●お問い合わせ

久留米大学病院、佐賀大学医学部附属病院にも「粒子線がん治療外来」開設
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お知らせ

　サガハイマットでは、今後、治療装置の試運転及びビームの
照射試験を経て、平成25年５月に開設する予定です。
　その後、医療機関から紹介患者を募り、７月から患者さんの受け
入れ、治療を開始し、12月からは保険診療との併用が認められる
先進医療による治療を開始する予定となっています。

Q. 

A.

治療開始に向けた今後のスケジュールは
どうなっていますか？Q

&A
サガ
ハイマット

寄附のお願い

粒子線がん治療外来
●九州大学病院　放射線科
　電　話：０９２－６４２－５７０５
　診療日：火曜・木曜（午後・予約制）

●久留米大学病院　内科総合外来
　電　話：０９４２－３１－７６１１
　診療日：月曜・水曜（午後・予約制）

●佐賀大学医学部附属病院　地域医療連携室
　電　話：０９５２－３１－６５１１
　診療日：月曜・金曜（午後・予約制）


